
～～～～～～～～ 自動車業界・エレクトロニクス業界での検証と課題自動車業界・エレクトロニクス業界での検証と課題自動車業界・エレクトロニクス業界での検証と課題自動車業界・エレクトロニクス業界での検証と課題自動車業界・エレクトロニクス業界での検証と課題自動車業界・エレクトロニクス業界での検証と課題自動車業界・エレクトロニクス業界での検証と課題自動車業界・エレクトロニクス業界での検証と課題 ～～～～～～～～

企業間取引のオープン化企業間取引のオープン化企業間取引のオープン化企業間取引のオープン化企業間取引のオープン化企業間取引のオープン化企業間取引のオープン化企業間取引のオープン化

経経経経経経経経 済済済済済済済済 研研研研研研研研 究究究究究究究究 所所所所所所所所

主主主主主主主主 任任任任任任任任 研研研研研研研研 究究究究究究究究 員員員員員員員員

安部　忠彦安部　忠彦安部　忠彦安部　忠彦安部　忠彦安部　忠彦安部　忠彦安部　忠彦
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調査の背景（●）と目的（◎）調査の背景（●）と目的（◎）調査の背景（●）と目的（◎）調査の背景（●）と目的（◎）

・・・・ オープンなネットワーク活用における課題は何か？オープンなネットワーク活用における課題は何か？オープンなネットワーク活用における課題は何か？オープンなネットワーク活用における課題は何か？

・・・・ 企業間情報ネット取引の現状と今後、産業への影響企業間情報ネット取引の現状と今後、産業への影響企業間情報ネット取引の現状と今後、産業への影響企業間情報ネット取引の現状と今後、産業への影響
◎自動車、エレクトロニクス（パソコン）業界を例として

→クローズドか、オープンか？→クローズドか、オープンか？→クローズドか、オープンか？→クローズドか、オープンか？

（日本の強みとオープンなインターネットをどう両立（日本の強みとオープンなインターネットをどう両立（日本の強みとオープンなインターネットをどう両立（日本の強みとオープンなインターネットをどう両立 ？）？）？）？）

→オープンなインターネットを企業間情報ネット取引にどう活用？→オープンなインターネットを企業間情報ネット取引にどう活用？→オープンなインターネットを企業間情報ネット取引にどう活用？→オープンなインターネットを企業間情報ネット取引にどう活用？

●この課題を速く、安く、確実に達成するため

→顧客情報を素速く集め新商品企画、開発期間の短縮→顧客情報を素速く集め新商品企画、開発期間の短縮→顧客情報を素速く集め新商品企画、開発期間の短縮→顧客情報を素速く集め新商品企画、開発期間の短縮

（部材調達）コストの削減、（部材調達）コストの削減、（部材調達）コストの削減、（部材調達）コストの削減、 JITJITJITJIT深化深化深化深化

●製造業を取り巻く近年の経営環境として

①①①① 顧客ニーズの変化が速い

②②②② 国際競争が激化
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広がる企業間情報ネット取引の場広がる企業間情報ネット取引の場広がる企業間情報ネット取引の場広がる企業間情報ネット取引の場

商商商商 品品品品 企企企企 画画画画

販
売
販

売
販

売
販

売

量産量産量産量産

（（（（業務層）業務層）業務層）業務層）

（（（（中核企業層）中核企業層）中核企業層）中核企業層）

組立て企業組立て企業組立て企業組立て企業,

1次部品企業次部品企業次部品企業次部品企業

受発注受発注受発注受発注
在庫データ在庫データ在庫データ在庫データ

CAD
図面データ図面データ図面データ図面データ

（（（（情報層）情報層）情報層）情報層）

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

見積り見積り見積り見積り

ユー
ザ
ー

ユー
ザ
ー

ユー
ザ
ー

ユー
ザ
ー

パイロット・ラン

パイロット・ラン

パイロット・ラン

パイロット・ラン

工
程
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

工
程
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

工
程
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

工
程
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

製品
エンジ

ニアリング

製品
エンジ

ニアリング

製品
エンジ

ニアリング

製品
エンジ

ニアリング

販
社
販

社
販

社
販

社

装
置
メ
ー
カ
ー

装
置
メ
ー
カ
ー

装
置
メ
ー
カ
ー

装
置
メ
ー
カ
ー

物流企業
物流企業
物流企業
物流企業

（相手企業層）（相手企業層）（相手企業層）（相手企業層）

データデータデータデータ

販売販売販売販売
データデータデータデータ

資材メーカー
資材メーカー
資材メーカー
資材メーカー部品メーカー
部品メーカー
部品メーカー
部品メーカー

（自動車）（自動車）（自動車）（自動車）
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企業間情報ネット取引形態の分類と推移企業間情報ネット取引形態の分類と推移企業間情報ネット取引形態の分類と推移企業間情報ネット取引形態の分類と推移

・専用線

・IP-VPN

・インターネット

相手企業との関係

１対ｎ１対１ ｎ対ｍ

／VAN

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

安全・確実安全・確実安全・確実安全・確実

安価安価安価安価

オープン化

従来型従来型従来型従来型 EDI (従来型従来型従来型従来型EDI取引）取引）取引）取引）

Web 型型型型 EDI

Web 型型型型 EDI

（個別型ネット取引）（個別型ネット取引）（個別型ネット取引）（個別型ネット取引）

ｳｴｯﾌﾞサイトｳｴｯﾌﾞサイトｳｴｯﾌﾞサイトｳｴｯﾌﾞサイト ﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｰｽﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｰｽﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｰｽﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｰｽ

（開放型ネット取引）（開放型ネット取引）（開放型ネット取引）（開放型ネット取引）

(電子商談）電子商談）電子商談）電子商談） (電子市場）電子市場）電子市場）電子市場）



44All Rights Reserved, Copyright (c)All Rights Reserved, Copyright (c)株式会株式会
社富士通総研社富士通総研20002000

IT
の
進
歩

企業間情報ネット取引を規定する枠組み企業間情報ネット取引を規定する枠組み企業間情報ネット取引を規定する枠組み企業間情報ネット取引を規定する枠組み

← クローズド

・調達 どのような最適企業間

・ＣＡＤデータ交換 情報ネット取引システムを構築するか

・受発注データ交換

企業間ネット構造

資料：竹田陽子（２０００）を基にＦＲＩ作成

オープン →

製品／部品構造 内製品 承認・貸与図品 汎用・市販品

（情報の量と頻度、需給変動（情報の量と頻度、需給変動（情報の量と頻度、需給変動（情報の量と頻度、需給変動 ･・）･・）･・）･・）

独立分業企業間分業構造 ｸﾞﾙｰﾌﾟ分業内製

（サプライヤーの数、サプライチェーンの長さ（サプライヤーの数、サプライチェーンの長さ（サプライヤーの数、サプライチェーンの長さ（サプライヤーの数、サプライチェーンの長さ ・・）・・）・・）・・）
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自動車とパソコンの特徴自動車とパソコンの特徴自動車とパソコンの特徴自動車とパソコンの特徴

マイナーモデルチェンジマイナーモデルチェンジマイナーモデルチェンジマイナーモデルチェンジ

企業間分業構造企業間分業構造企業間分業構造企業間分業構造

相手企業相手企業相手企業相手企業

部品個数部品個数部品個数部品個数

部品価格低下率部品価格低下率部品価格低下率部品価格低下率

部品のタイプと構成部品のタイプと構成部品のタイプと構成部品のタイプと構成

内製品内製品内製品内製品

承認図品承認図品承認図品承認図品

貸与図品貸与図品貸与図品貸与図品

汎用･市販品汎用･市販品汎用･市販品汎用･市販品

自動車自動車自動車自動車 パソコンパソコンパソコンパソコン

日本：グループ分業日本：グループ分業日本：グループ分業日本：グループ分業 独立分業独立分業独立分業独立分業

組立企業の相手は組立企業の相手は組立企業の相手は組立企業の相手は 組立企業の相手は組立企業の相手は組立企業の相手は組立企業の相手は
中小企業も中小企業も中小企業も中小企業も

約２万個約２万個約２万個約２万個
（モジュール化で１０数個）（モジュール化で１０数個）（モジュール化で１０数個）（モジュール化で１０数個）

約１００個約１００個約１００個約１００個

２年２年２年２年 ４ヵ月４ヵ月４ヵ月４ヵ月

約１０約１０約１０約１０ ％％％％ ／年／年／年／年 0.5 ~１％／週（需要変動大）１％／週（需要変動大）１％／週（需要変動大）１％／週（需要変動大）

３０％３０％３０％３０％ １０％１０％１０％１０％

６０％（デザイン・イン）６０％（デザイン・イン）６０％（デザイン・イン）６０％（デザイン・イン）

５％５％５％５％ １０％１０％１０％１０％

５％５％５％５％ ８０％８０％８０％８０％
この部分この部分この部分この部分
米国多い米国多い米国多い米国多い

日本：大手中心日本：大手中心日本：大手中心日本：大手中心
米国：中小も多い米国：中小も多い米国：中小も多い米国：中小も多い

米国：独立分業米国：独立分業米国：独立分業米国：独立分業

(マザーボードをマザーボードをマザーボードをマザーボードを1個として）個として）個として）個として）
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現状の企業間情報ネット活用状況（１）現状の企業間情報ネット活用状況（１）現状の企業間情報ネット活用状況（１）現状の企業間情報ネット活用状況（１）

自動車メーカー

部品メーカー

車両計画車両計画車両計画車両計画

部品設計部品設計部品設計部品設計

承認承認承認承認

生産準備生産準備生産準備生産準備

デザイン・イン

仕様指示仕様指示仕様指示仕様指示

提案図提案図提案図提案図

設計手配設計手配設計手配設計手配

資料：日産自動車資料

（（（（（（（（承認図部品一部品で数十回の設計変更あり）承認図部品一部品で数十回の設計変更あり）承認図部品一部品で数十回の設計変更あり）承認図部品一部品で数十回の設計変更あり）承認図部品一部品で数十回の設計変更あり）承認図部品一部品で数十回の設計変更あり）承認図部品一部品で数十回の設計変更あり）承認図部品一部品で数十回の設計変更あり）

①① エンジニアリングエンジニアリング



77
資料：日産自動車資料

ＣＡＤ交換件数の推移（日産自動車グループ）ＣＡＤ交換件数の推移（日産自動車グループ）ＣＡＤ交換件数の推移（日産自動車グループ）ＣＡＤ交換件数の推移（日産自動車グループ）

0
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20000

30000

40000

50000

60000

70000

1987 1989 1991 1993 1995 1997

（件）

（年）

増加する増加する増加する増加するCADデータデータデータデータ
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現状の企業間情報ネット活用状況（２）現状の企業間情報ネット活用状況（２）現状の企業間情報ネット活用状況（２）現状の企業間情報ネット活用状況（２）

②②②②②②②② 受発注データ交換受発注データ交換受発注データ交換受発注データ交換受発注データ交換受発注データ交換受発注データ交換受発注データ交換

設計部門

量産用の

：画面

：部品仕様

：部品構成

【設計手配】

・ Ａ社では２７０社、１日約１５万件

③③③③③③③③ 製販統合システム製販統合システム製販統合システム製販統合システム製販統合システム製販統合システム製販統合システム製販統合システム

販社の発注から生産手配発注まで

・ Ａ社では全国約２００社

生産部門

生産台数

個々の部品数

【所要量計算】

部品企業との間

月次予測

旬間計画

確定発注（数日前）

最終納入指示（数時間前）最終納入指示（数時間前）最終納入指示（数時間前）最終納入指示（数時間前）

【納入指示】
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トヨタ自動車 日産自動車

販売店

１次部品

２次部品

１次部品

２次部品

最終ユーザー

インターネット

販売店

インターネット

最終ユーザー

ＮＥＴ２３
（専用ネット）

ＴＤＣｎｅｔ
（専用ネット）

多端末多端末多端末多端末

多回線多回線多回線多回線
ＥＤＩＣＡＤ

メール中継メール中継メール中継メール中継

自動車業界の情報ネットの現状（例）自動車業界の情報ネットの現状（例）自動車業界の情報ネットの現状（例）自動車業界の情報ネットの現状（例）

資料：JNXﾎﾟｰﾑﾍﾟｰｼﾞよりＦＲＩ作成

EDI,WebEDI,Webｻｲﾄｻｲﾄｻｲﾄｻｲﾄ
（（（（専用線、インターネット、専用線、インターネット、専用線、インターネット、専用線、インターネット、Fax,電話）電話）電話）電話）
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現状の企業間情報ネットの問題点現状の企業間情報ネットの問題点現状の企業間情報ネットの問題点現状の企業間情報ネットの問題点

現状の特徴 問題点

●多回線現象（最大13本、平均3本と初期投資大）

●多端末現象 (初期投資大）

使い勝手が悪い（ＥＤＩ，ＣＡＤが標準化されていない）

○専用回線やＶＡＮ使用

○系列中核ＯＥＭ毎の

クローズドなネット

→業界全体の情報交流が限定的

●高額：従来型ＥＤＩではＷebＥＤＩに比べ

システム費用、ランニング費用が高い

●汎用的なＴＣＰ／ＩＰに未対応ネットも存在

●速度が遅い
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１次部品１次部品１次部品１次部品 １次部品１次部品１次部品１次部品

ＴＤＣ・
ＪＮＸ

ＪＮＸ

最終ユーザー最終ユーザー最終ユーザー最終ユーザー

ＪＮＸＪＮＸＪＮＸＪＮＸ 後の情報ネット（例）後の情報ネット（例）後の情報ネット（例）後の情報ネット（例）

トヨタ自動車 日産自動車

ＴＤＣｎｅｔ
（専用ネット）

新NET23
(専用ネット）

販売店 販売店

１次部品１次部品１次部品１次部品最終ユーザー最終ユーザー最終ユーザー最終ユーザー

インターネット インターネット

１次部品１次部品１次部品１次部品

資料：JNXﾎﾟｰﾑﾍﾟｰｼﾞよりＦＲＩ作成

最終ユーザー最終ユーザー最終ユーザー最終ユーザー
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0000

2222

4444

6666

8888

10101010

12121212

２０００年１０２０００年１０２０００年１０２０００年１０~１２月１２月１２月１２月

ＷＷＷＷＷＷＷＷebeb系ｱﾌﾟﾘ系ｱﾌﾟﾘ系ｱﾌﾟﾘ系ｱﾌﾟﾘ系ｱﾌﾟﾘ系ｱﾌﾟﾘ系ｱﾌﾟﾘ系ｱﾌﾟﾘ

２００１年４２００１年４２００１年４２００１年４~６月６月６月６月 ２００１年７２００１年７２００１年７２００１年７~９月９月９月９月 ２００１年１０月２００１年１０月２００１年１０月２００１年１０月

資料：ＪＮＸホームページよりＦＲＩ作成

ＥＤＩＥＤＩＥＤＩＥＤＩＥＤＩＥＤＩＥＤＩＥＤＩＣＡＤＣＡＤＣＡＤＣＡＤＣＡＤＣＡＤＣＡＤＣＡＤ

全自動車メーカーの使用アプリケーションのＪＮＸ対応スケジュール全自動車メーカーの使用アプリケーションのＪＮＸ対応スケジュール全自動車メーカーの使用アプリケーションのＪＮＸ対応スケジュール全自動車メーカーの使用アプリケーションのＪＮＸ対応スケジュール

２００１年１２００１年１２００１年１２００１年１~３月３月３月３月

急速には進まない急速には進まない急速には進まない急速には進まないJNXのののの利用利用利用利用

（社）（社）（社）（社）

予定ユーザ数予定ユーザ数予定ユーザ数予定ユーザ数

２０００２０００２０００２０００ ２００１２００１２００１２００１ ２００２２００２２００２２００２

１００社１００社１００社１００社 ２００社２００社２００社２００社 ３００社３００社３００社３００社
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企業間情報ネット取引形態の状況企業間情報ネット取引形態の状況企業間情報ネット取引形態の状況企業間情報ネット取引形態の状況

従来型 EDI・専用線

・IP-VPN

・インターネット

相手企業との関係

１対ｎ１対１ ｎ対ｍ

／VAN

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

無し

（日本自動車）（日本自動車）（日本自動車）（日本自動車）

（ｳｴｯﾌﾞｻｲﾄ）
（１－２次部品企業間で１５％程度）

（９０％→ １０％）

Web 型 EDI

（０％→ ９０％）

Web 型 EDI
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JNX以降の変化以降の変化以降の変化以降の変化

← クローズド

企業間分業構造 ｸﾞﾙｰﾌﾟ内分業 独立分業

専用線
／ＶＡＮ

型から

・ＣＡＤデータ交換

・受発注データ交換

製品／部品構造

企業間ネット構造
・調達など

内製

オープン →

内製品 承認 ・貸与図品 汎用・市販品

・要因：系列分業の綬み、IT技術の進歩（ＴＣＰ/ＩＰの普及）、部品変化は少い

・影響：１次メーカーの強化（既存ネットが併存し、組立企業への影響は少い）

・課題：参加予定企業少い
〔低コスト化、標準化（〔低コスト化、標準化（〔低コスト化、標準化（〔低コスト化、標準化（CAD,EDI,XML)、、、、IT技術の進歩期待（より安全）〕技術の進歩期待（より安全）〕技術の進歩期待（より安全）〕技術の進歩期待（より安全）〕

IT
の
進
歩

販売店等は既存専用線使用販売店等は既存専用線使用販売店等は既存専用線使用販売店等は既存専用線使用 マーケットﾌﾟﾚｰｽ無しマーケットﾌﾟﾚｰｽ無しマーケットﾌﾟﾚｰｽ無しマーケットﾌﾟﾚｰｽ無し

ＶＰＮ型も

（（（（インターネット型も）インターネット型も）インターネット型も）インターネット型も）
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インターネット

Supply-Power

Trade-Xchange

Supply-Network

Auto-Xchange

IP-VPN

インターネット

１９９９年

IP-VPN

米国自動車業界における状況米国自動車業界における状況米国自動車業界における状況米国自動車業界における状況

専用部品

汎用

市販部品

専用部品

汎用

市販部品

複数ソフト

複数ソフト

複数ソフト

複数ソフト

ＶＡＮ

ＶＡＮ

ＶＡＮ

ＶＡＮ

ＡＮＸ

ＡＮＸ

ＡＮＸ

ＡＮＸ

１９９８年

Covisint  ?

ＡＮＸ

ＡＮＸ

インターネット

インターネット

Covisint

Covisint

Covisint

２０００年

・上段：ソフト、下段：ネット

Ｇ
Ｍ

Ｆ
ｏ
ｒ
ｄ

98年以前
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企業間情報ネット取引形態の状況企業間情報ネット取引形態の状況企業間情報ネット取引形態の状況企業間情報ネット取引形態の状況

従来型 EDI・専用線

・IP-VPN

・インターネット

相手企業との関係

１対ｎ１対１ ｎ対ｍ

／VAN

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（アメリカ自動車）（アメリカ自動車）（アメリカ自動車）（アメリカ自動車）

ｳｴｯﾌﾞｻｲﾄｳｴｯﾌﾞｻｲﾄｳｴｯﾌﾞｻｲﾄｳｴｯﾌﾞｻｲﾄ
(Trade-Xchange）

（７０％→ ０％）

Web 型 EDI

Web型EDI

(Supply- Power)
（２０％→ ９０％） ﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｰｽﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｰｽﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｰｽﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｰｽ

（Covisint）
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Ford

マーケットプレース（マーケットプレース（マーケットプレース（マーケットプレース（Covisint））））のののの出現出現出現出現

GM
Trade

Auto

Xchange

Xchange

GM

Ford

DC

ルノー

日産

Covi

-sint

複数

サプラ
イヤー

複数

サプラ
イヤー

ｳｴｯﾌﾞサイト（１対n） マーケットﾌﾟﾚｰｽ（n対m）→→→→

○ 対象機能＝購入（カタログ販売、入札、競売），SCM、共同開発

○ 対象部材＝自動車関連部材だけでなく、他産業部材も

対象部材の範囲は、事務用品、汎用品、専用品の一部と広い

○インターネット（IP-VPNも）をベースとした電子商取引市場

主たる目的は、調達部材価格削減、参加企業からの手数料収入？

● 問題問題問題問題 ・オープンなインターネットで調達できる部品はどの範囲か？・オープンなインターネットで調達できる部品はどの範囲か？・オープンなインターネットで調達できる部品はどの範囲か？・オープンなインターネットで調達できる部品はどの範囲か？
・入札等で価格を下げるのは妥当なやり方か、独禁法の問題は？入札等で価格を下げるのは妥当なやり方か、独禁法の問題は？入札等で価格を下げるのは妥当なやり方か、独禁法の問題は？入札等で価格を下げるのは妥当なやり方か、独禁法の問題は？
・多数の機能を１つのサイトで出来るか？多数の機能を１つのサイトで出来るか？多数の機能を１つのサイトで出来るか？多数の機能を１つのサイトで出来るか？
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部品企業に要求される能力部品企業に要求される能力部品企業に要求される能力部品企業に要求される能力

仕様に応じた製品開発力

仕様改善提案力

工程開発力

見込原価低減力

品質保証力

JIT配送能力

工程改善原価低減力

（承認図品 貸与図品） 汎用・市販品

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

資料：浅沼蔓里「サプライヤー・システム」よりFRI作成

量
産
段
階

開
発
段
階

専用品
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日米の自動車業界の違い日米の自動車業界の違い日米の自動車業界の違い日米の自動車業界の違い

項目

企業間分業構造

主力車種タイプ

中古車

仕様公開姿勢

承認図割合

モジュール化

独立分業

トラック型増加

販売価格低い

積極的

日本より少ない

進展する方向

米国 日本

契約期間 １，２年

ｸﾞﾙｰﾌﾟ内分業

乗用車型

販売価格高い

消極的

大部分

慎重姿勢強い

３，４年



2020All Rights Reserved, Copyright (c)All Rights Reserved, Copyright (c)株式会株式会
社富士通総研社富士通総研20002000

資料：日本自動車工業会資料よりFRI作成

0

200

400

600

800

1000

1200

日米自動車生産台数日米自動車生産台数日米自動車生産台数日米自動車生産台数

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998

日本・ﾄﾗｯｸ＋ﾊﾞｽ日本・ﾄﾗｯｸ＋ﾊﾞｽ日本・ﾄﾗｯｸ＋ﾊﾞｽ日本・ﾄﾗｯｸ＋ﾊﾞｽ

米国・乗用車米国・乗用車米国・乗用車米国・乗用車

日本・乗用車日本・乗用車日本・乗用車日本・乗用車

（万台）（万台）（万台）（万台）

日米の生産車のタイプ日米の生産車のタイプ日米の生産車のタイプ日米の生産車のタイプ

米国・ﾄﾗｯｸ＋ﾊﾞｽ米国・ﾄﾗｯｸ＋ﾊﾞｽ米国・ﾄﾗｯｸ＋ﾊﾞｽ米国・ﾄﾗｯｸ＋ﾊﾞｽ
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資料：『OFFICIAL USED CAR GUIDE』よりFRI作成

日米中古車の平均残価率日米中古車の平均残価率日米中古車の平均残価率日米中古車の平均残価率

0

20

40

60

80

100

１年式 ２年式 ３年式 ４年式 ５年式 ６年式 ７年式 ８年式

（％）（％）（％）（％）

ACCORDACCORD

CAMRYCAMRY

TAURUSTAURUS
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Covisint ををををどう使い分けるかどう使い分けるかどう使い分けるかどう使い分けるか（使用ネットの階層化）（使用ネットの階層化）（使用ネットの階層化）（使用ネットの階層化）

事務用品汎用品貸与図品承認図品

新規取引先

探し

試作段階で

納入指示

量産段階で

納入指示

IN

IN

IN

IN

IN

JNX

IN

JNX

JNX

既に

JNX

JNX

決まり

←クローズド オープン →

ANXANX

ANXANX ANX

IN：インターネット
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マーケットプレースの活用動向マーケットプレースの活用動向マーケットプレースの活用動向マーケットプレースの活用動向

○○○○ 今後の企業分業構造、製品・部品構造、今後の企業分業構造、製品・部品構造、今後の企業分業構造、製品・部品構造、今後の企業分業構造、製品・部品構造、ITのののの変化動向変化動向変化動向変化動向

◎マーケットプレース活用部品は徐々に増えるが、調達の主流にはならない◎マーケットプレース活用部品は徐々に増えるが、調達の主流にはならない◎マーケットプレース活用部品は徐々に増えるが、調達の主流にはならない◎マーケットプレース活用部品は徐々に増えるが、調達の主流にはならない

・・・・日本企業は、専用品による差別化を重視する（長期の品質維持で付加価値）日本企業は、専用品による差別化を重視する（長期の品質維持で付加価値）日本企業は、専用品による差別化を重視する（長期の品質維持で付加価値）日本企業は、専用品による差別化を重視する（長期の品質維持で付加価値）

・・・・ 世界的企業再編成世界的企業再編成世界的企業再編成世界的企業再編成

・・・・ モジュール化進展モジュール化進展モジュール化進展モジュール化進展

・・・・ 電子部品の増加電子部品の増加電子部品の増加電子部品の増加

・・・・ インターネット技術の進展インターネット技術の進展インターネット技術の進展インターネット技術の進展

：：：：系列分業緩む。部品の共通、汎用化へ系列分業緩む。部品の共通、汎用化へ系列分業緩む。部品の共通、汎用化へ系列分業緩む。部品の共通、汎用化へ

：：：：外枠をカスタム化し、中身部品は共通、汎用化へ外枠をカスタム化し、中身部品は共通、汎用化へ外枠をカスタム化し、中身部品は共通、汎用化へ外枠をカスタム化し、中身部品は共通、汎用化へ

：：：：モジュールメーカーが品質保証、価格で決め易くなるモジュールメーカーが品質保証、価格で決め易くなるモジュールメーカーが品質保証、価格で決め易くなるモジュールメーカーが品質保証、価格で決め易くなる

：：：：部品の汎用化へ部品の汎用化へ部品の汎用化へ部品の汎用化へ

：：：：安全性、確実性の高まり安全性、確実性の高まり安全性、確実性の高まり安全性、確実性の高まり

●●●● 世界調達に際しては、開放型ネット取引が求められることが増える世界調達に際しては、開放型ネット取引が求められることが増える世界調達に際しては、開放型ネット取引が求められることが増える世界調達に際しては、開放型ネット取引が求められることが増える

・・・・調達先企業の信用データベースが不可欠調達先企業の信用データベースが不可欠調達先企業の信用データベースが不可欠調達先企業の信用データベースが不可欠

←市販の企業情報、グループ内データベース、自社内データベースの充実←市販の企業情報、グループ内データベース、自社内データベースの充実←市販の企業情報、グループ内データベース、自社内データベースの充実←市販の企業情報、グループ内データベース、自社内データベースの充実
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Covisint のののの位置づけ位置づけ位置づけ位置づけ

← クローズド

企業間分業構造 ｸﾞﾙｰﾌﾟ内分業 独立分業

製品／部品構造

企業間ネット構造

内製

内製品 承認 ・貸与図品 汎用・市販品

オープン →

・調達

・ＣＡＤデータ交換

・受発注データ交換

・要因：世界再編に伴う系列弱体化、GMSの強力化、部品の汎用・モジュール化

・影響：GMSの強化（組立企業とＧＭＳよりも、ＧＭＳと２次メーカーとの関係がポイント）、

車輌タイプの２極化

・課題：インターネット技術の一層の進化、企業信用データベース構築、
ﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｰｽに引き込まれない部品製造、高品質車の製造

IT
の
進
歩VAN ＶＰＮＶＰＮＶＰＮＶＰＮ

(ANX)

＋＋＋＋ 企業評価データベース企業評価データベース企業評価データベース企業評価データベース

インターネットインターネットインターネットインターネット
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広がる企業間情報ネット取引の場

商商商商 品品品品 企企企企 画画画画

販
売
販

売
販

売
販

売

量産量産量産量産

（（（（業務層）業務層）業務層）業務層）

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ユー
ザ
ー

ユー
ザ
ー

ユー
ザ
ー

ユー
ザ
ー

パイロット・ラン

パイロット・ラン

パイロット・ラン

パイロット・ラン

販
売

店

販
売

店

販
売

店

販
売

店

装
置
メ
ー
カ
ー

装
置
メ
ー
カ
ー

装
置
メ
ー
カ
ー

装
置
メ
ー
カ
ー

物流企業
物流企業
物流企業
物流企業

（相手企業層）（相手企業層）（相手企業層）（相手企業層）

資材メーカー
資材メーカー
資材メーカー
資材メーカー部品メーカー
部品メーカー
部品メーカー
部品メーカー

作成作成作成作成
プロトプロトプロトプロト

開発開発開発開発

設計設計設計設計

デザ
イン

ハウス

デザ
イン

ハウス

デザ
イン

ハウス

デザ
イン

ハウス

（（（（中核企業層）中核企業層）中核企業層）中核企業層）

受発注受発注受発注受発注
在庫データ在庫データ在庫データ在庫データ

製品カタログ製品カタログ製品カタログ製品カタログ
図面、仕様書図面、仕様書図面、仕様書図面、仕様書

（（（（情報層）情報層）情報層）情報層）

データデータデータデータ

販売販売販売販売
データデータデータデータ

見積書見積書見積書見積書

契約契約契約契約

（パソコン）（パソコン）（パソコン）（パソコン）
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パソコンでの企業間情報ネット取引の推移パソコンでの企業間情報ネット取引の推移パソコンでの企業間情報ネット取引の推移パソコンでの企業間情報ネット取引の推移

組立企業

VAN型

部品
大企業

部品
大企業

部品特定
中小企業

（従来）

（従来型EDI）

資材等
不特定企業

（ｳｴｯﾌﾞｻｲﾄ）

組立企業

VAN型

部品
大企業

（現状）

（従来型EDI）

インターネット型

部品
大企業

（Web型EDI）
ITのののの進化でシフト進化でシフト進化でシフト進化でシフト
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業務、相手先による企業間情報ネット取引タイプ

上流購買業務

見積り依頼、回答

図面、仕様書交換

所要提示、納期回答

下流購買業務

発注

入荷検収

買い掛け計上

大量情報交換や、

受注売上照会の自動化

で専用ソフト要

（専用線、VAN型）

大口取引先 小口取引先

（パソコン）（パソコン）（パソコン）（パソコン）

少量データを、専用ソフト

無しで、安価に手軽に

活用可能

リアルタイムの処理に適合し、マルチメデイア

情報の交換可能

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ型）
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企業間情報ネット取引形態の状況

従来型 EDI・専用線

・IP-VPN

・インターネット

相手企業との関係

１対ｎ１対１ ｎ対ｍ

／VAN

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Web 型EDI

（パソコン）（パソコン）（パソコン）（パソコン）

ｳｴｯﾌﾞｻｲﾄｳｴｯﾌﾞｻｲﾄｳｴｯﾌﾞｻｲﾄｳｴｯﾌﾞｻｲﾄ

ｱｸｾｽ件数の内訳

80％：冷やかし

15%：同業者覗き見

5%：ﾀｰｹﾞｯﾄｻﾌﾟﾗｲﾔ

（マーケットﾌﾟﾚｰｽ）
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パソコンの部品構成と調達手法パソコンの部品構成と調達手法パソコンの部品構成と調達手法パソコンの部品構成と調達手法

大

小

多 少サプライヤー数

一般汎用部品

原材料

事務用品

DRAM

コンデンサコンデンサコンデンサコンデンサ

加工品

LCD

MPU

HDD

需

給

変

動

A ：：：： 購入品の需給予測状況に基づく最適調達購入品の需給予測状況に基づく最適調達購入品の需給予測状況に基づく最適調達購入品の需給予測状況に基づく最適調達

B ：：：： 電子商談などシステム化による安価材調達電子商談などシステム化による安価材調達電子商談などシステム化による安価材調達電子商談などシステム化による安価材調達

A:特殊汎用品

B：一般汎用部品等
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パソコンの位置づけ

クローズド

企業間分業構造

戦略的パートナー戦略的パートナー戦略的パートナー戦略的パートナー

製品／部品構造

企業間ネット構造

オープン

・購買等
（図面、仕様書、
見積書、契約等）

・受発注データ交換

A

IT
の
進
歩

内製 ｸﾞﾙｰﾌﾟ内分業 独立分業

サプライヤー数 多少

A，B とも Fax → インターネットへ

内製品 特別汎用品特別汎用品特別汎用品特別汎用品(A)

特殊LCD 

特殊HDD

LCD，MPU，HDD

コンデンサー、DRAM

筐体

貸与図品 一般汎用品一般汎用品一般汎用品一般汎用品(B)

変動小需給変動大

B
長期契約長期契約長期契約長期契約
スポット調達スポット調達スポット調達スポット調達

A，B とも VAN → インターネット（VAN）へ

ネット調達ネット調達ネット調達ネット調達
ウエッブサイトウエッブサイトウエッブサイトウエッブサイト
マーケットﾌﾟﾚｰｽマーケットﾌﾟﾚｰｽマーケットﾌﾟﾚｰｽマーケットﾌﾟﾚｰｽ

一般汎用部品
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結論結論結論結論

・日本自動車・日本自動車・日本自動車・日本自動車 ＝＝＝＝ 従来分野〔従来分野〔従来分野〔従来分野〔CADﾃﾞｰﾀ交換、量産時ﾃﾞｰﾀ交換、量産時ﾃﾞｰﾀ交換、量産時ﾃﾞｰﾀ交換、量産時 EDI〕〕〕〕のののの強化と上流化強化と上流化強化と上流化強化と上流化
開発のスピードアップ、高品質車両としてのブランドイメージ開発のスピードアップ、高品質車両としてのブランドイメージ開発のスピードアップ、高品質車両としてのブランドイメージ開発のスピードアップ、高品質車両としてのブランドイメージ
維持に対応し、維持に対応し、維持に対応し、維持に対応し、信用重視しクローズド型信用重視しクローズド型信用重視しクローズド型信用重視しクローズド型

・米国自動車・米国自動車・米国自動車・米国自動車 ＝＝＝＝ 新規分野（新規取引先開拓、マーケットプレース、新規分野（新規取引先開拓、マーケットプレース、新規分野（新規取引先開拓、マーケットプレース、新規分野（新規取引先開拓、マーケットプレース、BTO））））にににに注力注力注力注力
汎用部品型トラック市場の拡大に対応し、価格を重視しオープン型汎用部品型トラック市場の拡大に対応し、価格を重視しオープン型汎用部品型トラック市場の拡大に対応し、価格を重視しオープン型汎用部品型トラック市場の拡大に対応し、価格を重視しオープン型
Covisintは業務と部品タイプによりネットがは業務と部品タイプによりネットがは業務と部品タイプによりネットがは業務と部品タイプによりネットがオープンとクローズドのオープンとクローズドのオープンとクローズドのオープンとクローズドの
階層的併用型階層的併用型階層的併用型階層的併用型

○○○○ 企業間情報ネット取引は強化され、活用の場は企業間情報ネット取引は強化され、活用の場は企業間情報ネット取引は強化され、活用の場は企業間情報ネット取引は強化され、活用の場は川上業務、中小企業へ拡大川上業務、中小企業へ拡大川上業務、中小企業へ拡大川上業務、中小企業へ拡大

○○○○ 情報ネット取引のタイプは、企業間分業構造や部品タイプで規定される。情報ネット取引のタイプは、企業間分業構造や部品タイプで規定される。情報ネット取引のタイプは、企業間分業構造や部品タイプで規定される。情報ネット取引のタイプは、企業間分業構造や部品タイプで規定される。
オープン化は進むが、オープン化は進むが、オープン化は進むが、オープン化は進むが、オープン化一方向だけでないオープン化一方向だけでないオープン化一方向だけでないオープン化一方向だけでない

・パソコン・パソコン・パソコン・パソコン ＝＝＝＝ 従来分野（量産時従来分野（量産時従来分野（量産時従来分野（量産時 EDI））））を中小企業へ展開、上流化に注力するも、を中小企業へ展開、上流化に注力するも、を中小企業へ展開、上流化に注力するも、を中小企業へ展開、上流化に注力するも、
マーケットプレースはやや消極的。人件費削減、在庫削減に対応し、マーケットプレースはやや消極的。人件費削減、在庫削減に対応し、マーケットプレースはやや消極的。人件費削減、在庫削減に対応し、マーケットプレースはやや消極的。人件費削減、在庫削減に対応し、
汎用品の中でも、需要変動が激しい汎用品の中でも、需要変動が激しい汎用品の中でも、需要変動が激しい汎用品の中でも、需要変動が激しいキーデバイスはクローズド、キーデバイスはクローズド、キーデバイスはクローズド、キーデバイスはクローズド、
価格安定の価格安定の価格安定の価格安定の事務品、一般汎用品はオープン型事務品、一般汎用品はオープン型事務品、一般汎用品はオープン型事務品、一般汎用品はオープン型
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○○○○ ウェッブサイト、マーケットﾌﾟﾚｰｽの行方ウェッブサイト、マーケットﾌﾟﾚｰｽの行方ウェッブサイト、マーケットﾌﾟﾚｰｽの行方ウェッブサイト、マーケットﾌﾟﾚｰｽの行方

・日本自動車・日本自動車・日本自動車・日本自動車 ＝＝＝＝ 事務用品や一部汎用品に限定し、ネット外で既に信用保証された事務用品や一部汎用品に限定し、ネット外で既に信用保証された事務用品や一部汎用品に限定し、ネット外で既に信用保証された事務用品や一部汎用品に限定し、ネット外で既に信用保証された
参加企業による、参加企業による、参加企業による、参加企業による、グループ内マーケットプレースの進展はありえるグループ内マーケットプレースの進展はありえるグループ内マーケットプレースの進展はありえるグループ内マーケットプレースの進展はありえる

・米国自動車・米国自動車・米国自動車・米国自動車 ＝＝＝＝ リコールやリコールやリコールやリコールや PL 問題等で、信用保証をどうするかが課題に問題等で、信用保証をどうするかが課題に問題等で、信用保証をどうするかが課題に問題等で、信用保証をどうするかが課題に
連邦取引委員会のガイドラインにより、連邦取引委員会のガイドラインにより、連邦取引委員会のガイドラインにより、連邦取引委員会のガイドラインにより、活動が制約される活動が制約される活動が制約される活動が制約される

・パソコン・パソコン・パソコン・パソコン ＝＝＝＝ 事務用品や一般汎用品に限定し、各グループのウエッブサイトが事務用品や一般汎用品に限定し、各グループのウエッブサイトが事務用品や一般汎用品に限定し、各グループのウエッブサイトが事務用品や一般汎用品に限定し、各グループのウエッブサイトが
提携･接続提携･接続提携･接続提携･接続 した形での統合マーケットプレースの形成へした形での統合マーケットプレースの形成へした形での統合マーケットプレースの形成へした形での統合マーケットプレースの形成へ

○○○○ ネット取引の競争力への影響では、ネット取引の競争力への影響では、ネット取引の競争力への影響では、ネット取引の競争力への影響では、一次部品メーカー層一次部品メーカー層一次部品メーカー層一次部品メーカー層が相対的にﾒﾘｯﾄが相対的にﾒﾘｯﾄが相対的にﾒﾘｯﾄが相対的にﾒﾘｯﾄ
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提言提言提言提言

○○○○ ネット調達に載る汎用品か、差別化された専用部品やｷｰﾃﾞﾊﾞｲｽでネット調達に載る汎用品か、差別化された専用部品やｷｰﾃﾞﾊﾞｲｽでネット調達に載る汎用品か、差別化された専用部品やｷｰﾃﾞﾊﾞｲｽでネット調達に載る汎用品か、差別化された専用部品やｷｰﾃﾞﾊﾞｲｽで
競争するかは企業戦略競争するかは企業戦略競争するかは企業戦略競争するかは企業戦略

・・・・ グループ内での企業信用情報蓄積が重要グループ内での企業信用情報蓄積が重要グループ内での企業信用情報蓄積が重要グループ内での企業信用情報蓄積が重要

○進展するインターネット技術の利用○進展するインターネット技術の利用○進展するインターネット技術の利用○進展するインターネット技術の利用

・・・・ より安全、確実なインターネット技術の早期開発、採用より安全、確実なインターネット技術の早期開発、採用より安全、確実なインターネット技術の早期開発、採用より安全、確実なインターネット技術の早期開発、採用

○○○○ ネット調達では、素早く相手企業の信用判断ができる信用情報が必要ネット調達では、素早く相手企業の信用判断ができる信用情報が必要ネット調達では、素早く相手企業の信用判断ができる信用情報が必要ネット調達では、素早く相手企業の信用判断ができる信用情報が必要

・・・・ ネット調達では部品供給側が不利ネット調達では部品供給側が不利ネット調達では部品供給側が不利ネット調達では部品供給側が不利
ネット調達の必要が無い差別化専用部品、ｷｰﾃﾞﾊﾞｲｽで生きる戦略も重要ネット調達の必要が無い差別化専用部品、ｷｰﾃﾞﾊﾞｲｽで生きる戦略も重要ネット調達の必要が無い差別化専用部品、ｷｰﾃﾞﾊﾞｲｽで生きる戦略も重要ネット調達の必要が無い差別化専用部品、ｷｰﾃﾞﾊﾞｲｽで生きる戦略も重要

・・・・ ネット調達に載る汎用品では、供給力、企業信用獲得が重要ネット調達に載る汎用品では、供給力、企業信用獲得が重要ネット調達に載る汎用品では、供給力、企業信用獲得が重要ネット調達に載る汎用品では、供給力、企業信用獲得が重要

・・・・ XMLのののの促進促進促進促進


